
実践報告Ⅲ

《登場人物の立場になり心情を
想像して、手紙を書く。》

―「多面的思考」―

国語総合（歌物語／『伊勢物語』）

平松克子・川井章弘



国 語 科 学 習 指 導 案

平成 23年 1月 18日（火）2校時 1年 7組 指導者 川井章弘

1月 25日（火）3校時 1年 1組 指導者 平松克子

単元名 物語

学習材 『伊勢物語』(『国語総合』東京書籍)

単元 ○登場人物の置かれた状況や心情について意見を述べ合い、進んで理解しようとする。

の目標 (関心・意欲・態度)

○読み取った内容を踏まえたうえで、登場人物になりきって心情を読み深める。(読む

能力)

○古典としての歌物語の特質、和歌の役割などについて理解する。(知識・理解)

指導上 ○生徒観

の立場 対象生徒は、入学当初、国語の授業に対する意欲は持っていたが、中には自ら考えて

読みを深めようとしたり表現したりすることが苦手な者もいた。そこで、「国語総合」

の現代文の単元で授業に班活動を取り入れ、相互に意見を出すことに慣れさせる場を設

定してきた。また、必要な語彙の不足を補うために、文学作品や日常会話などから、心

情や五感を表す言葉を拾い出させ、それを活用させる指導も行ってきた。詩歌や小説か

ら想像力を働かせ、それを文章化する活動を通して、少しずつ自ら考え、読みを深めよ

うとする姿勢は見られるようになった。

今回の古文学習においても、指導上の手だてによって班活動を行い、互いに意見を出

し合いながら表現することを通して、作品の読みをより深めることが期待できる。

○題材(単元)観

『伊勢物語』は、実在の人物を主人公に掲げながら、和歌と物語とを緊密に結びつけ

て場面や心理を形成していく歌物語である。この特性を生かし、本文の叙述と、登場人

物の心情の集約としての和歌表現とを深く読み取ることによって、豊かな物語世界を味

わうことができる教材である。ここで取り上げる章段は、いずれも男女における愛をテ

ーマに描かれており、生徒が関心を持って読み進めることができると考えられる。本文

の叙述の結晶である「和歌」の意味などにも着目させたい。

○本単元で工夫する点や手だて

班活動を通して、様々な考えに触れながら、意見を出して表現する機会を多く持た

せたいと考えている。また、内容を把握しやすいように、ワークシートを使用して、個

人の読みから、班さらに全体での発表へと段階を踏みながら読みを深めることができる

ように配慮したい。

また、マッピングの手法を取り入れ、前時までに各自で読み取った登場人物の心情や

状況を班で交流し、視覚化し関連づけさせることによって、さらに想像を広げる手がか

りとさせたい。

以上の活動をふまえ、各登場人物の立場になりきりながら様々な人物の心情を具体的

に想像させ、作品世界をより深く理解させるために、手紙を書くという手法を用いたい。

また、交流段階では、手紙を書いた相手の気持ちを受け止めさせ、相互に返事を考える

ことで、心情をより深くとらえさせる一助としたい。
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指導 全１０時間扱い

計画 第一次 芥川 ………… ３時間

第二次 筒井筒 ………… ７時間

第１時 通読、段落分け、第一段落の読解・状況や心情の読み取り

第２時 第二段落の読解・状況や心情の読み取り

第３時 第三段落の読解・状況や心情の読み取り

第４時 登場人物別に班を編成し、心情のマップ作り

第５時 担当した登場人物のマップで着目した心情を手紙文として班で作成

第６時 各班の手紙の発表と班活動による返事の内容検討 ………… 本時

第７時 まとめ

評価 ○具体の評価規準

・登場人物の置かれた状況や心情について意見を述べ合い、進んで理解しようとしてい

るか。(関心・意欲・態度)

・読み取った内容を踏まえたうえで、登場人物になりきって心情を読み深めることがで

きているか。(読む能力)

・古典としての歌物語の特質、和歌の役割などについて理解できているか。(知識・理

解)

○ Cと評価した生徒に対する手立ての例

・必要に応じて、辞書を引き、語句ノートを参照させる。

・他者の意見も聞き、内容を読み深めるよう助言する。
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本時案 （第６時）

発表内容を聞き取ったり、班で話し合ったりしながら、進んで登場人物の心情を理解し

目 標 ようとする。（関心・意欲・態度）

発表の聞き取りや班での意見交換を通して、登場人物の心情について読みを深めること

ができる。（読む能力）

時間 学習活動 指導・支援上の配慮事項など 評価規準・方法など

予め班活動の形態にさせておく。

4人構成 10班
（男＝ 5班、女＝ 3班、高安の女＝ 2班）

想定した人物像を代表者に黒板に書かせる。

導入 本時の活動 本時の目標を説明する。

5分 内容につい 発表の手順、ワークシート六の記入について

て知る。 説明をする。

発表準備を 発表者に発表原稿の確認・準備をさせる。

する。

展開 班ごとに発 各班の発表者に、前時に作成した手紙の発表 発表内容に関心を持って聞

20分 表する。 をさせる。 き、ワークシート六に記入

男→女 女→男 をしようとしているか。（関

男→高安の女 高安の女→男 心・意欲・態度）

Ｃの生徒への指導の手立て

発表を聞く。 各班の発表を聞きながら、ワークシート六に 聞き取りができていない

印象に残ったことばと評価を記入させる。 生徒には、心情を表すこ

とばに注意し、記入する

班を組み合わせて、発表した手紙を交換させ ように促す。

る。

一班（男）と二班（女）

三班（男）と四班（女）

五班（男）と六班（女）

七班（男）と八班（高安の女）

九班（男）と十班（高安の女）

相手の手紙に対して、自分の意見や感想を書

かせる。

10分 相手の班の 相手の班の手紙文に対して、返事の内容を話 返事の内容を話し合いによ

手紙につい し合わせる。 って深めようとしているか。

て、返事の ・手紙を読んで、思ったこと。 （関心・意欲・態度）
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内容を話し ・返事の内容として、伝えたいこと。

合う。 Ｃの生徒への指導の手立て

発言の内容が不十分な生

徒には、他の生徒の発言

内容のうち、自分に欠け

ているものを記入するよ

うに促す。

5分 返事の内容 返事の内容を簡単に発表させる。

を発表する。

まと ワークシー ワークシート六を提出させる。 発表内容を的確に聞き取り

め ト六を提出 心情を理解しているか、ま

5分 する。 た返事の内容を話し合いに

よって深めることができた

かを、提出したワークシー

ト六の記述内容を点検する

ことで評価する。（読む能力）

課題の指示 以下の内容について、指示する。

を聞く。 ・ワークシート七に、返事を書かせる。

・ワークシート七に、発表や話し合いでの多

様な読みについて、各自の考えや感想をま

とめさせる。（その六を参考にさせる。）

・次の授業の前日にワークシート七を提出さ

せる。

次時の予告

を聞く。
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実践Ⅲ

考察

①成果

新学習指導要領「国語総合」の目標のひとつである「想像力を伸ばす」ための指導の試

みとして、２学期の「国語総合（現代文分野）」の授業の流れを生かし、本単元では、古

文の歌物語を扱った。今回の実践では『伊勢物語』の「筒井筒」を取り上げ、登場人物の

心情を想像する活動に取り組んだ。

班活動においては、前回の研究授業と同様に１班４人編成とし、机を凸字型に組み合わ

せ、それぞれに係を割り当てることで、生徒の主体的な活動を目指した。これらの工夫に

より、個人間で差のあった「登場人物の心情を想像する」活動が一定のレベルに達したと

感じる。また、「発表を通して手紙の内容を全体で共有する」活動においては、登場人物

の思いを表す生花を用意させ、発表後にその花を手紙に添えて交換させることで、各自の

想像を視覚化させるよう試みた。

今回の活動を振り返った生徒の感想に「登場人物になって手紙を書くことで、他者の立

場で想像することができた」「同じ出来事でも、立場によってまったく違うとらえ方にな

ることがわかった」などとあることから、想像力の思考様式の一つである「多面的思考」

を伸ばす点で、一定の成果が得られたものと考えている。

②課題

この実践における手紙の発表場面は、公開授業として校外の先生方にも見ていただき、

研究協議において疑問点や改善点の指摘を受ける機会を得た。その主な内容は以下のよう

なものであった。

・各班で想像した人物像が画一化されていたのではないか。

・「想像」と「妄想」の境界はどこにあるのか。

・手紙を書く際には、「恋愛観」「結婚観」といった時代背景を踏まえるべきである。

「根拠」を重視した指導によって、生徒が、本文から読み取れる人物像を狭い範囲で限

定し、「広がり」や「深まり」を持った想像が犠牲になったようである。「根拠に基づく

想像」と「豊かな広がりを持った想像」とを両立させる難しさを感じた。

今回はこの活動に７時間を配当したが、十分な言語活動を行うためには、もう少し時間

が必要であるように感じた。本文の読み取りとその後の活動とのバランスを考慮し、指導

計画を事前に綿密に立てるべきである。

また、教科指導コンサルタントの田中宏幸先生からのご指摘に「古典の場合は登場人物

だけでなく、語り手の意図（人物設定など）を探るのも大事なこと」というものがあった。

現代文とはまた異なった視点からのアプローチを、今後の活動に生かさなければならない。
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『
伊
勢
物
語
』「
筒
井
筒
」
プ
リ
ン
ト

そ
の
一

一
年

（

）
組
（

）
番

氏
名
（

）

○
次
の
語
に
つ
い
て
、
品
詞
（
用
言
は
活
用
の
種
類
も
）
と
意
味
を
古
語
辞
典
で
調
べ
て
記
せ
。

品
詞

恥
ぢ
か
は
す

（

）

あ
は
す

（

）

妹

（

）

本
意

（

）

あ
ふ

（

）

年
ご
ろ

（

）

た
よ
り

（

）

も
ろ
と
も
に

（

）

い
ふ
か
ひ
な
し
（

）

け
し
き

（

）

異
心

（

）

な
が
む

（

）

か
な
し

（

）

心
に
く
し

（

）

心
憂
が
る

（

）

か
ら
う
じ
て

（

）

住
む

（

）
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『
伊
勢
物
語
』「
筒
井
筒
」

プ
リ
ン
ト

そ
の
三

一
年

（

）
組
（

）
番

氏
名
（

）

オ
レ
ン
ジ

青

赤

口
語
訳

高

安

男

女

の
女

⑩

⑩

風
吹
け
ば
沖
つ
白
浪
た
つ
た
山

夜
半
に
や
君
が
ひ
と
り
越
ゆ
ら
む

⑪

⑪
と
詠
み
け
る
を
聞
き
て
、
限
り
な
く
か
な
し
と
思
ひ
て
、
河

内
へ
も
行
か
ず
な
り
に
け
り
。

⑫

⑫

ま
れ
ま
れ
、
か
の
高
安
に
来
て
み
れ
ば
、
は
じ
め
こ
そ
心

に
く
く
も
つ
く
り
け
れ
、
今
は
う
ち
と
け
て
、
手
づ
か
ら
飯
匙

と
り
て
、
け
こ
の
器
物
に
盛
り
け
る
を
見
て
、
心
憂
が
り
て
、

行
か
ず
な
り
に
け
り
。
⑬
さ
り
け
れ
ば
、
か
の
女
、
大
和
の
方

⑬

を
見
や
り
て
、

⑭

⑭

君
が
あ
た
り
見
つ
つ
を
居
ら
む
生
駒
山

雲
な
隠
し
そ
雨
は
降
る
と
も

⑮

⑮
と
言
ひ
て
見
い
だ
す
に
、
か
ら
う
じ
て
、
大
和
人
、「
来
む
。
」

⑯

と
言
へ
り
。
⑯
喜
び
て
待
つ
に
、
た
び
た
び
過
ぎ
ぬ
れ
ば
、

⑰

⑰

君
来
む
と
言
ひ
し
夜
ご
と
に
過
ぎ
ぬ
れ
ば

頼
ま
ぬ
も
の
の
恋
ひ
つ
つ
ぞ
経
る

⑱

⑱
と
言
ひ
け
れ
ど
、
男
、
住
ま
ず
な
り
に
け
り
。

『
伊
勢
物
語
』

「
筒
井
筒
」

プ
リ
ン
ト

そ
の
二

一
年

（

）
組
（

）
番

氏
名
（

）

人
物
の
気
持
ち
を
想
像
し
よ
う

オ
レ
ン
ジ

青

赤

口
語
訳

高

安

男

女

の
女

（
過
去
「
け
り
」
連
体
）

①
昔
、
田
舎
わ
た
ら
ひ
し
け
る
人
の
子
ど
も
、
井
の
も
と
に

①

出
で
て
遊
び
け
る
を
、
大
人
に
な
り
に

け
れ
ば
、
男
も
女
も
恥

ぢ
か
は
し
て
あ
り
け
れ
ど
、男
は
こ
の
女
を
こ
そ
得
め
と
思
ふ
。

②

②
女
は
こ
の
男
を
と
思
ひ
つ
つ
、
親
の
あ
は
す
れ
ど
も
、
聞
か

で
な
む
あ
り
け
る
。
③
さ
て
、
こ
の
隣
の
男
の
も
と
よ
り
か
く

③

な
む
。

④

④

筒
井
筒
井
筒
に
か
け
し
ま
ろ
が
た
け

過
ぎ
に
け
ら
し
な
妹
見
ざ
る
ま
に

⑤

⑤

女
、
返
し
、

⑥

⑥

く
ら
べ
こ
し
振
り
分
け
髪
も
肩
過
ぎ
ぬ

君
な
ら
ず
し
て
た
れ
か
あ
ぐ
べ
き

⑦

⑦
な
ど
言
ひ
言
ひ
て
、
つ
ひ
に
本
意
の
ご
と
く
あ
ひ
に
け
り
。

⑧

⑧

さ
て
、
年
ご
ろ
経
る
ほ
ど
に
、
女
、
親
な
く
、
た
よ
り
な

く
な
る
ま
ま
に
、
も
ろ
と
も
に
い
ふ
か
ひ
な
く
て
あ
ら
む
や
は

と
て
、
河
内
国
高
安
の
郡
に
、
行
き
通
ふ
所
い
で
き
に
け
り
。

⑨

⑨
さ
り
け
れ
ど
、
こ
の
も
と
の
女
、
悪
し
と
思
へ
る
け
し
き
も

な
く
て
、
出
だ
し
や
り
け
れ
ば
、
男
、
異
心
あ
り
て

か
か
る
に
や
あ
ら
む
と
思
ひ
疑
ひ
て
、前
栽
の
中
に
隠
れ
ゐ
て
、

河
内
へ
い
ぬ
る
顔
に
て
見
れ
ば
、
こ
の
女
、
い
と
よ
う
化
粧
じ

て
、
う
ち
な
が
め
て
、
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『
伊
勢
物
語
』

「
筒
井
筒
」
プ
リ
ン
ト

そ
の
四

Ｂ

〔

〕
班

メ
ン
バ
ー

・

・

・

☆
担
当
す
る
登
場
人
物
を
中
心
に
、
本
文
の
内
容
を
踏
ま
え
て
想
像
し
た
心
情
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
よ
う
（
男
は
○
・
女
は
□
・
高
安
の
女
は
△
で
区
別
）

女

…

人
物

女

子どもの
ころ

男と
結婚したころ

男に
新しい女が
できたとき

歌⑩

親が
亡くなったとき

『
伊
勢
物
語
』

「
筒
井
筒
」
プ
リ
ン
ト

そ
の
四

Ａ

〔

〕
班

メ
ン
バ
ー

・

・

・

☆
担
当
す
る
登
場
人
物
を
中
心
に
、
本
文
の
内
容
を
踏
ま
え
て
想
像
し
た
心
情
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
よ
う
（
男
は
○
・
女
は
□
・
高
安
の
女
は
△
で
区
別
）

男

…

人
物

男

歌⑭

高安の女の
様子を見たとき

歌⑰ 子どもの
ころ

女と
結婚したころ

女の親が
亡くなったとき

高安の女の
もとに通い
はじめたとき

歌⑩
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『
伊
勢
物
語
』「
筒
井
筒
」
プ
リ
ン
ト

そ
の
五

一
年

（

）
組
（

）
番

氏
名
（

）

☆
手
紙
作
成
の
手
順

①

班
の
番
号
と
担
当
す
る
人
物
を
書
く
。

②

想
定
し
た
人
物
像
を
書
く
。

③

手
紙
を
書
く
。

・
一
～
六
班
は
和
歌
⑩
・
七
～
十
班
は
和
歌
⑰
ま
で
の
状
況
を
ふ
ま
え
て
書
く
こ
と
。

・
気
持
ち
が
効
果
的
に
伝
わ
る
よ
う
に
表
現
を
工
夫
す
る

（
例
）

「
私
が
あ
な
た
に
伝
え
た
い
の
は
、
…
…
で
す
。｣

「
…
…
、
こ
れ
だ
け
は
、
あ
な
た
に
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
。」
な
ど
。

①

班

担
当
す
る
人
物

（

）

②

想
定
し
た
人
物
像

人
物

③

「

か
ら

へ
」
の
手
紙

『
伊
勢
物
語
』

「
筒
井
筒
」
プ
リ
ン
ト

そ
の
四

Ｃ

〔

〕
班

メ
ン
バ
ー

・

・

・

☆
担
当
す
る
登
場
人
物
を
中
心
に
、
本
文
の
内
容
を
踏
ま
え
て
想
像
し
た
心
情
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
よ
う
（
男
は
○
・
女
は
□
・
高
安
の
女
は
△
で
区
別
）

高
安
の
女
…

人
物

高安
の女

男が通い
始めたころ

男と
うちとけたころ

歌⑭

男から「行こう。」
と返事が来た
のち

歌⑰

−　48　− −　49　−



『
伊
勢
物
語
』
「
筒
井
筒
」
プ
リ
ン
ト

そ
の
六

一
年(

)

組(
)

番

氏
名(

)

〔

〕
班

☆
発
表
を
聞
い
て
（
発
表
者
以
外
は
自
分
の
班
の
記
入
も
す
る
こ
と
）

人
物
の
心
情
が

班

手
紙
の
相
手

印
象
に
残
っ
た
こ
と
ば

よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。

Ａ

表
現
さ
れ
て
い
る
。

Ｂ

あ
ま
り
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。

Ｃ

一
班
（
男
）

→
女

Ａ

・

Ｂ

・

Ｃ

二
班
（
女
）

→
男

Ａ

・

Ｂ

・

Ｃ

三
班
（
男
）

→
女

Ａ

・

Ｂ

・

Ｃ

四
班
（
女
）

→
男

Ａ

・

Ｂ

・

Ｃ

五
班
（
男
）

→
女

Ａ

・

Ｂ

・

Ｃ

六
班
（
女
）

→
男

Ａ

・

Ｂ

・

Ｃ

七
班
（
男
）

→
高
安
の
女

Ａ

・

Ｂ

・

Ｃ

八
班
（
高
安
の
女
）

→
男

Ａ

・

Ｂ

・

Ｃ

九
班
（
男
）

→
高
安
の
女

Ａ

・

Ｂ

・

Ｃ

十
班
（
高
安
の
女
）

→
男

Ａ

・

Ｂ

・

Ｃ

☆
個
人
で
…
相
手
か
ら
も
ら
っ
た
手
紙
の
内
容
に
対
す
る
自
分
の
意
見
や
感
想
な
ど
を
書
く
。

☆
班
で
…
返
事
の
内
容
を
話
し
合
う
。

＊
思
っ
た
こ
と

あ
な
た
の
手
紙
を
読
ん
で
、

と
思
い
ま
し
た
。

＊
伝
え
た
い
こ
と

あ
な
た
に
、
ど
う
し
て
も
伝
え
た
い
こ
と
は
、

と
い
う
こ
と
で
す
。

＊
そ
の
他

『
伊
勢
物
語
』「
筒
井
筒
」
プ
リ
ン
ト

そ
の
五
【
発
表
用
原
稿
】（

）
組
〔

〕
班

メ
ン
バ
ー

・

・

・

①

班

②

私
達
が
担
当
す
る
の
は
（

）
で
、

人
物

で
あ
る
と
想
定
し
、（

）
に
対
す
る
手
紙
を
書
き
ま
し
た
。

③

「

か
ら

へ
」
の
手
紙

（

）
班

−　49　−



『
伊
勢
物
語
』「
筒
井
筒
」
プ
リ
ン
ト

そ
の
七

〔

〕
班

組

番
（

）

か
ら

へ

☆
も
ら
っ
た
手
紙
に
対
し
て
返
事
を
書
こ
う
。（
班
で
話
し
合
っ
た
内
容
も
文
章
に
入
れ
る
。
短
歌
を
入
れ
て
も
よ
い
。）

☆
筒
井
筒
の
登
場
人
物
の
心
情
に
つ
い
て
、
発
表
を
聞
い
て
思
っ
た
こ
と
や
、
学
習
し
て
の
感
想
を
書
こ
う
。

−　50　− −　51　−



−　51　−



−　52　− −　53　−



−　53　−



−　54　− −　55　−



−　55　−


